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第1章　 緒 言

周知の如く骨髄は機能的には最も重要な造血臓器

として絶えず血球の新生を行い,又 総ての伝染及び

中毒に際しては防禦機転をも営み,且 質量的にも非

常に大なる器宮である.扨 て骨髄造血機転に関して

は多年凡ゆる角度より追求が試みられ,諸 家に依る

不撓の努力の結果,幾 多の業績が発表されている.

即 ち,骨 髄に於ける造血作用は血球分裂,成 熟及び

遊出の三段階に分れるが,そ の機転には内分泌系の

影響は勿論神経支配及びそれに基く血管作用も加わ

り極めて複雑多岐である.血 球分裂,成 熟過程に就

てはAakanazy4), Sckilling63), Schulten64)の 組織

細胞学的分野に於ける研究を見,更 にはArinkin2)

に依 る胸骨穿刺法が簡易化され尚Arieff1)が 之を改

良するに及んで容易に生体の骨髄を取材し得るに至

り,末 梢血液像と骨髄像とが比較検討された.即 ち

骨髄有核細胞数及び赤芽球数(Segerdahl65), Rohr60),

 Greif11),位 田25),加 登34),服 部18), Michael46)等),

核 分 剖像(Lindebaum43),井 上28)),核 移動(Ar

neth3), Rohr60)等)或 は 核 型 指 数(Schilling63),

森 田51)等)に よ り骨 髄 造 血 機 能 を窺 知 せ ん と 試 み

られ た.又 骨髄 の細 胞 化 学 的 研究,即 ち骨 髄 内核 酸

量の 消長(菊 池36),壇 本19)等)及 び核 酸 柴 色 が提 唱

され,多 糖 類 細胞 化学 に て もMc. Mauus, Hochi

kiss24)に よ る過沃 度 酸Schiff法 が行 わ れ,教 室 上

村33)も 各 種 血液 疾患 に 対 し骨 髄 像 及び 核 酸 並 び に 多

糖 類 の細 胞 内 分 布 を観 察 して そ の消 長 を概 観 した,

飜つ て骨髄 の血 球 遊 出機 転に 関 して は輓 近漸 く解

明 の曙 光が 射 し初 め た観 が あ り,之 と極 め て密 接 な

関 係 を 有 す る骨 髄 面 管構 造 に 関 し て は 岩 男31),富

塚78),橋 本14),教 室平 木20) 21),大 藤55)等 の 研 究 に よ

り その 全貌 が朗 らか に され て きた.大 藤55)の 研 究 に

依 れ ば 長 管状 骨 の骨髄 静 脈 系は 管腔 頗 る広 潤 で 主 幹

静 脈 竇,集 合竇,静 脈竇 の三 部 よ り成 り骨 髄 中 広 大

な る容 積 を 占 め,一 種 の血 液 貯 溜 槽 た ら しめ る も の
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と考察し,教 室副島72)も家兎静脈内にP32を 注射す

る事により骨髄は謂わば血液の貯溜池をなしている

と考えた.

抑 々体内血液には循環血液と貯溜血液とがあり,

前者は平素敏活な循環を営み直接生活に参与するが,

後者は特殊血管領域で極めて緩漫な血流を営み,所

謂貯溜血液として停滞し生活に直接参与する事が少

い.勿 論,循 環血液と貯溜血液との間に劃然たる区

別の存するものでなく,生 体の要求に応じて臨機に

移行し,以 て血行の調節に重 要な役割りを果してい

る.例 えば急性出血時には貯溜血液が直ち循環に参

与し,次 いで周囲組織液が血管内に侵入し失われた

循環血液量を補充する.

扨 て骨髄の血球遊出機転は血管作用,即 ち動脈系

の収縮.拡 張に基く血流速度によって調節せられる

事は教室塩見70),藤 井(昌)8),三 由47),副 島72)等に

よつて明らかにせられており又教室橘77)は家兎の急

性瀉血後1～2時 間に於て栄養静脈中に赤血球数,

網 赤血球及び白血球数,偽 好酸球数の著るしい増加

を認め,こ の場合の血球遊出は全身の循環速度亢進

の部分現象に基くものと言つている.

古 来出血性貧血の恢復或は出血時の病体生理機能

に関する報告は枚挙に遑なく,骨 髄組織に就ても微

に入り細を穿つて研究し尽された感が深い.而 しな

がら之等は何れも死後細胞に就いて観察したもので

あって夫々一顧の価値を認めるが,骨 髄機能の全貌

を物語るものとは速断し得ない.茲 に於て私は急性

出血後の骨髄の態度を生態のまゝで観察せんと企て

た.即 ち家兎に急性出画を行い,出 血時の骨髄の恢

復機転を後述する教室考按の骨髄体外組織培養法を

用いて時間的経過を追つて詳細に観察し得たので以

下その成績を報告する.

第2章　 実験材料並びに実験方法

第1節　 実験材料

1)実 験動物:体 重2kg内 外の成熟白色雄性家

兎を約2週 間一定の生活状態に馴致せしめ丸後用い

た.

2)培 養組織:背 位固定後,心 臓穿刺により1分

乃至1分30秒 を費し,体 重当瓩20ccの 瀉血を行い,

この際強力な吸引は避けた,瀉 血後,後 述の時期に

瞬間的に撲殺 して大腿骨を採取し,消 毒殺菌した後

骨柑子をもって割り,取 出した骨髄を予め滅菌シャ

ーレに リンゲル氏液を充せる中に取入れる.

3)ヘ パ リン加血漿は実験1時 間前 に採取し前日

より絶食せしめた地家兎より,予 めヘパ リンを吸引

せる注射器に心臓穿刺により約15ccの 血 液を採取後

3000回 転15分 間の遠沈を行い,上 清を滅菌試験管に

採取する.

4)鶏 胎圧縮液は受精孵化鶏卵9日 目の ものを

Fischer圧 搾器により圧搾 し,得 た粥状物を3000回

転15分 間遠沈してその上清を採取した.

以上操作はすべて可及的無菌的に行つた.

第2節　 実 験 方 法

培 養 方法 はCarrel & Burrows6), Fischer7)の 被 覆

培 養 法 を用 い た.次 に その 概 略 を 述 べ る.即 ちa)

被 覆 硝 子(22×27mm)上 に ヘ パ リン 加 血 漿 を マ ン

トー注 射器(1cc)に 吸 引 せ る もの を1/2針 に て1

滴 滴 下 して,硝 子 中央 に直 径1.5cmな る様 に拡 げ,

 b)一 定 小 組 織 片(1mm3程 度 の も の)を そ の中 央

に 置 き, c)次 に 鶏 胎 児圧 搾 液 を1/2針 に て1滴 滴

下す る. d)次 に 凹窩 戴 物 硝 子 の 凹 窩 の 周 囲 に パ ラ

フ ィン対 ワゼ リン(冬 は5:5,夏 は6:4)の 混

合物 で 枠 を 作 り,裏 返 して先 の 被覆 硝 子 に密 着 させ

る. e)そ の ま ゝ37℃ の 孵 卵器 中に 入 れ, 10～20分

経 過 し血漿 の凝 固 を 見 届け てか ら裏 返 し て,周 囲 を

パ ラ フ ィンで 封 入す る. f)再 び孵 卵 器 内 に入 れ,

時 間毎 に取 出 して観 察 す る.

第3節　 観察方法

観察はすべて培養後3, 6, 12, 24, 48時 間目と

した.

a)増 生面積の計測: 37～38℃ の保温箱内に顕

微鏡を入れ,ア ッペの描画器を用いて新生組織を描

画し,続 いて増生の状態を遂時的に描画し,そ の面

積をプラニメーターで計測した,次 で増生前後の差,

即ち絶対成長価の原面積に対する比率を比較成長価

とした.

b)細 胞密度の測定:接 眼 レンズ5倍,対 物レン

ズ100倍 にて増生帯の周辺部,中 間部,中 心部の3

部に就て夫々一視野の細胞数を計算し,そ の和を密

度指数(d)と した.対 照のそれに対する比率に100

を乗 じたものを密度係数(D)と し,培 養後24時 間

目の価をもつて現した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 予備実験

健康家兎大腿骨々髄の被覆培養を行つた.健 康家

兎10例 の比較成長価は第1表,第1図,密 度指数は

第2表 に示す如くである.

以上の値を対照群平均値とした.



骨髄体外組織培養による急性瀉血家兎骨髄の態度に関す る研究 51

第1表　 健康家兎骨髄培養比較成長価

第2表　 健康家兎細胞密度指数

第1図　 健康家兎骨髄比較成長価

第2節　 本 実 験

背位置定後,体 重当瓩20ccの 急性瀉血を行い,

急性瀉血直後, 1, 3, 5, 8, 12, 24時 間, 2,

 3, 5, 7, 10, 14, 28日 後の各々家兎3例 に就て

被覆培養を行い,組 織の比較成長価,密 度指数を計

測し, 3例 の平均値を前記対照群平均値と比較検討

した,合 せて処置前後に耳静脈より採血し,白 血球

数,赤 血球数及び血色素量を算定 した.

第1項　 急性瀉血直後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第3表 に示す如く白血球数は処置前

と大差は見られなかつたが,血 色素量,赤 血球数は

減少した.骨 髄の比較成長価は第4表,第2図 に示

す如く対照群平均より稿々低下するが,密 度指数は

第5表 に示す如 くであり,密 度係数は118で あつた.

第3表　 急性瀉血直後家兎の末梢血液像

第4表　 急性瀉血直後家兎骨髄比較成長価

第2図　 急性瀉血直後家兎骨髄比較成長価

第5表　 急性瀉血直後細胞密度指数
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第2項　 急性瀉血1時 間後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第6表 に示す如く白血球数は処置前

より梢々増加し,血 色素量,赤 血球数は瀉血直後よ

り減少 した.骨 髄の比較成長価は第7表,第3図 に

示す如く瀉血直後より僅か高 く,対 照群より稍々低

下したが,密 度指数は第8表 に示す如くであり,密

度係数は90で あつた.

第6表　 急性瀉血1時 間後の家兎末梢血液像

第7表　 急性瀉血1時 間銭家兎骨髄比較成長価

第3図　 急性瀉血1詩 間後家兎骨髄比較成長価

第8表　 急性瀉血1時 間後細胞密度指数

第3項　 急性瀉血3時 間後の家兎大腿骨 髄々

増生面積

末梢血液像は第9表 に示す如く白血球数は処置前

より急激に増加し,血 色素量,赤 血球数は激減した.

骨髄の比較成長価は第10表,第4図 に示す如 く対照

群に比し甚だしく低下した.密 度指数は第11表 に示

す如くであり,密 度係数は97で あつた.

第9表　 急性瀉血3時 間後の家兎家梢血液像

第10表　 急性瀉血3時 間後家兎骨髄比較成長価

第4図　 急性瀉血3時 間後家兎骨髄比較成長価

第11表　 急性瀉血3時 間後細胞密度指数
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第4項　 急性瀉血5時 間後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第12表 に示す如く白血球数は処置前

より極めて甚だしく増加したが,血 色素量,赤 血球

数は漸次減少の一途を辿つた.骨 髄の比較成長価は

第13表,第5図 に示す如く最低値を示したが,密 度

指数は第14表 に示す如くであり,密 度係数は90で あ

つた.

第12表　 急性瀉血5時 間後の家兎末梢血液像

第13表　 急性瀉血5時 間後家兔骨髄比較成長価

第5図　 急性瀉血5時 間後家兔骨髄比較成長価

第14表　 急性瀉血5時 間後細胞密度指数

第5項　 急性瀉血8時 間後の家兎大腿骨 髄々

増生面積

末梢血液像は策15表 に示す如く白血球数は処置前

より増加したが瀉血5詩 間後よりは減少を示し,血

色素量並びに赤血球数は尚減少した.骨 髄の比較成

長価は第16表,第6図 に示す如く対照群より末だ低

下は認められたが,瀉 血5時 間後よりは増大し,密

度指数は第17表 に示す如 くであり,密 度係数は91で

あつた.

第15表　 急性瀉血8時 間後の家兎末梢血液像

第16表　 急性瀉血8時 間後家兔骨髄比較成長価

第6図　 急性瀉血8時 間後家兎骨髄比較成長価

第17表　 急性瀉血8時 間後細胞密度指数
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第6項　 急性瀉血12時 間後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第18表 に示す如く白血球数は略々処

置前に復帰したが,血 色素量,赤 血球数の減少は著

明であつた.骨 髄の比較成長価は第19表,第7図 に

示す如く対照群より稍々増加が認められたが密度指

数は第20表 に示す如くであり,密 度係数は95で あつ

た.

第18表　 急性瀉血12時 間後の家兎末梢血液像

第19表　 急性瀉血12時 間後家兎骨髄比較成長価

第7図　 急性瀉血12時 間後 家兔骨髄比較成長価

第20表　 急性瀉血12時 間後細胞密度指数

第7項　 急性瀉血24時 間後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第21表 に示す如く白血球数は処置前

に比し再び大なる増加を示したが,血色素量,赤 血球

数は益々極減した.骨 髄の比較成長価は第22表,第

8図 に示す如く培養48時 間値は対照群に比し約1.80

倍 に増大したが,密 度指数は第23表 に示す如くであ

り,密 度係数は93で あつた.

第21表　 急性瀉血24時 間後の家兎末梢血液像

第22表　 急性瀉血24時 間後家兎骨髄比較成長価

第8図　 急性瀉血24時 間後家兎骨髄比較成長価

第8項　 急性瀉血2日 後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第24表 に示す如く白血球数は処置前

より著明に増加したが,血 色素量の減少は不変であ
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第23表　 急性瀉血24時 間後細胞密度指数

り,赤 血球数は稍々増加の兆を示した.骨 髄の比較

成長価は第25表,第9図 に示す如く培養48時 間値は

対照群に比し約2.03倍 の増大を認めたが,密 度指数

は第26表 に示す如くであり,密 度係数は99で あつた.

第24表　 急性瀉血2日 後の家兎末梢血液像

第25表　 急性瀉血2日 後家兎骨髄比較成長価

第9図　 急性瀉血2日 後家兎骨髄比較成長価

第26表　 急性瀉血2日 後細胞密度指数

第9項　 急性瀉血3日 後の 家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第27表 に示す如く白血球数は処置前

第27表 急性瀉血3日 後の家兎末梢血液像

第28表　 急性瀉血3日 後家兎骨髄比較成長価

第10図　 急性瀉血3日 後家兎骨髄 比較成長価
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第29表　 急性瀉血3日 後細胞密度指数

より最 も大なる増加を示し,血 色素量,赤 血球数も

亦増加し始めた.骨 髄の比較成長価は第28表,第10

図に示す如 く培養48時 間値は対照群に比 し約2.29倍

の増大を認め,密 度指数も第29表 に示す如 くであり,

密度係数は127で あつた.

第10項　 急性瀉血5日 後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末瀉血液像は第30表 に示す如く白血球数は処置前

より増加するも瀉血2, 3日 後 に比較し稍々減少し,

血 色素量,赤 血球数は梢々増加もた.骨 髄の比較成

長価は第31表.第11図 に示す如く培養48時 間値は対

照群に比し約2.38倍 と最も増大し,密 度指数も第32

表 に示す如 くであり,密 度係数は106で あつた.

第30表　 急性瀉血5日 後の家兎末梢血液像

第31表　 急性瀉血5日 後家兎骨髄比較成長価

第11図　 急性瀉血5日 後家兎骨髄比較成長価

第32表　 急性瀉血5扇 後細胞密度指数

第11項　 急性瀉血7日 後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第33表 に示す如く白血球数は処置前

より僅か増加していたが,血 色素量,赤 血球数も増

加して来た.骨 髄の比較成長価は第34表,第12図 に

示す如 く培養48時 間値は対照群に比 し約1.85倍 の増

大が認められたが,密 度指数は第35表 に示す如くで

あり,密 度係数は9〓 つた.

第33表　 急性瀉血7日 後の家兎末梢血液像
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第34表　 急性瀉血7日 後家兎骨髄比較成長価

第12図　急性瀉血7日 後家兎骨髄比較成長価

第35表　 急性瀉血7日 後細胞密度指数

第12項　 急性瀉血10日 後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第36表 に示す如く白血球数は処置前

第36表 急性瀉血10日 後の家兎末梢血液像

に比し稍々増加し,血 色素量,赤 血球数も処置前よ

り僅か低下していた.骨 髄の比較成長価は第37表,

第13図 に示す如く培養48時 間値は対照群に比し約

1.33倍 の増大を示したが,密 度指数は第38表 に示

す如くであり,密 度係数は119で あつた.

第37表　 急性瀉血10日 後家兎骨髄比較成長価

第13図　 急性瀉血10日 後家兎骨髄比較成長価

第38表　 急性瀉血10日 後細胞密度指数

第13項　 急性瀉血14日 後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第39表 に示す如く白血球数は殆ど処

置前に復帰 し,血 色素量,赤 血1球数も亦共に略々処

置前に復した.骨 髄の比較成長価は第40表,第14図

に示す如く培養48時 間値は対照群に比し約1.25倍 で

あつたが,密 度指数は第41表 に示す如くであり,密

度係数122で あつた.
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第39表　 急性瀉血14日 後の家兎末梢血液像

第40表　 急性瀉血14日 後家兎骨髄比較成長価

第14図　 急性瀉血14日 後家兎骨髄比較成長価

第41表　 急性瀉血14日 後細胞密度指数

第14項　 急性瀉血28日 後の家兎大腿骨々髄

増生面積

末梢血液像は第42表 に示す如く,白 血球数,血 色

素量,赤 血球数共に処置前と変 らなかつた.骨 髄の

比較成長価は第43表,第15図 に示す如く対照群に比

し低下し,密 度指数も第44表 に示す如 くであり,密

第42表　 急性瀉血28日 後の家兎末梢血液像

第43表　 急性瀉血28日 後家兎骨髄比較成長価

第15図　 急性瀉血28日 後家兎骨髄比較成長価

第44表　 急性瀉血28日 後細胞密度指数

度係数は86で あつた.

第4章　 総括並びに考按

総括:以 上の実験成績を総括すれば次の如 くであ

る.

1)末 梢血液所見

i)血 色素量は瀉血直後より減少し,減 少極期に
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入るのは瀉血5～8時 間後である.血 色素量増加は

瀉血3～5日 後より始まり,略 々恢復するのは瀉血

14日後である.

ii)赤 血球数は瀉血直後より減少し,減 少極期に

入るのは血色素量と同じく瀉血5～8時 間後である

が,増 加の始まるのは血色素量増加より僅か早く瀉

血2～3日 後であり,略 々恢復するのは瀉血10～14

日後である.

iii)白 血球増多は特異な所見が見られた.即 ち第

1回 白血球増多は瀉血1時 間後より見られ, 3～5

時間後に頂点に達し,第2回 目の白血球増多は瀉血

24時 間後に始まり2～3日 後に頂点に達し7～10日

後に消失した.而 して第2回 目白血球増多の方が第

1回 目白血球増多より増加率大であつた.

2)骨 髄 増生面積:健 康家兎10例 の大腿骨々髄比

較成長価並びに密度指数を対照群平均として本実験

と比較検討した.瀉 血家兎骨髄増生面積は対照(健

康家兎)に 比して瀉血直後より減少し,瀉 血1時 間

後には直後より稍々増大するが爾後再び減少し,瀉

血5時 間後に於て最も低値を示した.瀉 血8時 間後

より増加を始め培養48時 間値が瀉血12時 間後には

1.23倍, 24時 間後には1.80倍,瀉 血2日 後には2.03

倍, 3日 後 には2.29倍, 5日 後には2下38倍 と増大

したが,瀉 血5日 後を最大の山として以後は減少し,

瀉血7日 後には対照群に比し1.85倍, 10日 後 には

1.33倍, 14日後 には1,25倍 と対照群に近似した値と

なつた.

考按:出 血後の末梢血液像に関しては緒言にも触

れたる如く従来幾多の研究業績があり,赤 血球数に

就ては瀉血底後より減少するが最低値を示すもので

はなく,血 液稀釈が起つて初めて最低値となるもの

でその減少極期は数時間乃至1～2日 後である.白

血球数に就ては出血後白血球増多症の起る事は古 く

より諸家の認むる所でありLyon27), Antekonenko27),

 Rieder27), Wille-brand),井 戸-鈴木26),八 木84),

松村44),藤 井(俊)9)等 は瀉血後1時 間より数時間の

間に白血球増多の起る事を認めているが,こ の際井

戸下鈴木鋤 は経過中に2回 の増多症,即 ち初回は瀉

血後1～2時 間に始まり3～5時 間に頂点に達し7

～8時 間で消失し,次 回は瀉血後30～45時 間に始ま

り42～68時 間にしてその頂点に達し5～8日 で全く

消失する事を認めている.私 の成績に於ても略々先

人の成績に一致した.

瀉血後骨髄が再生反応を示して脂肪髄が赤色髄に

変 り,核 分裂像が増 強す る事はSegerdahl65),富

塚78)等が認むる所である.古 くLindenbaum43)は 瀉

血家兎骨髄組織像のヘモチトブラス ト.骨 髄球,赤

芽球の核分裂を算定し瀉血後30分, 1時 間, 2時

間では著明でなく4日 目に最高を示す事を指摘し,

岡57)は有核細胞,殊 に赤血球系細胞が激増して5日

目に最高に達すと言つている.森 本50)も亦再生の最

高は瀉血5日 前後である事を指摘した.

然 しながら之等先人の業績は総て死滅せる細胞を

対象とした観測である.

扨て組織或は細胞が体外に於ても一定時間残生し

得る事は蛙の心臓が体外に於て暫らく搏動し得る事

実によつても明らかである.体 外に取り出された組

織に一定の養分を与えて之を発育し長期間存続せし

め得べ く,斯 かる考えの下に組織培 養が考案 され

た.単 なる生理的食塩水のみでも体外に於て組織の

生命を維持 し得る事は,そ の端緒となつたRoux61),

 Harrison13)の 実験によつて朗らかであるが,更 にそ

のメヂウムに改良を加えで,組 織の発育の段階に迄

進歩した.即 ちCsrrel & Burrows6)(1910)は 凝固

メヂウムを組織の支持体として用うる事を考え,更

にCarrel5)は その上に発育促進物質として胎児エキ

スを添加する事を創めた.之 が現在用いられている

固形培地で,之 は支持体と発育促進物質とから成 り,

前老は組織を固定し発育増殖の基盤となるもので現

在は同種の,即 ち凝固血漿が最も良 く用いら

れ,後 著には鶏卵胎児圧搾液が好んで使用せられて

いる.骨髄組織培養に関する研究に就ては,既に教室

平木22) 23),大藤56)が詳細に発表してきた.又,教 室中

村52)は慢性瀉血貧血家兎の骨髄組織培養を行い,末

梢血に於ては著明な貧血があるにも不拘,骨 髄の比

較成長価は非常に大である事から慢性瀉血貧血は骨

髄の細胞増生高度に亢進している事を認めた.そ こ

で私は急性瀉血家兎の骨髄培養を行い出血時の骨髄

の態度を観察 もたが,組 織培養により急性出血時の

骨髄の恢復機転を見たのは私以外に未だ之を見ない.

急性出血時の比較成長価は瀉血直後より減少する

が,瀉 血1時 間後では瀉血直後より僅か増大した.

之は井戸-鈴木26)が 白血球増多の発生論に於て考察

した所の第1期 増多の時期であつて,骨 髄に貯臓さ

れた比較的幼弱な而も殆ん ど完 成 された白血球が

Pfefferの 所謂Chemotaxisに よつて遊出された時

期と考えられる.又,教 室橘77)も大腿骨栄養静脈血,

股動脈血を対比観察する事により瀉血後1～2時 間

に骨髄静脈竇内貯溜血球の放出を認めたが,斯 く両

者の謂う貯溜された血球の1時 的放出の刺戟にまり
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偽好酸球遊走速度が亢進し,比 較成長価が瀉血1時

間後に僅か増大したものと考えられる.爲 に密度係

数は瀉血直後118で あつたのが,瀉 血1時 間後には

90と 減少した.次 で瀉血3時 間後より比較成長価は

再び減少し, 5時 間後が最低である.瀉 血8時 間後

より比較成長価は増大を始め,瀉 血12時 間後 より比

較成長価は対照より上昇してくるが,こ の場 合は密

度の減少を見ないので骨髄の機能が亢進したものと

考えられる.井 戸-鈴木26)は 末 梢血に於て1～2日

後に見られる白血球第2期 増多を新生白血球に依る

ものと思考したが,私 の実験は骨髄組織培養によつ

て氏等の実験に強い裏付けを与え得たものである.

引き続き瀉血24時 間後の家兎骨髄では培養48時 間値

の比較成長価が対照群の1.80倍, 2日 後では2.03倍,

 3日 後では2.29倍, 5日 後では2.37倍 となり瀉血3

～5日 後は比較成長価最大であつた.以 後は瀉血7

日後に1.84倍, 10日 後1.32倍, 14日 後1.24倍 となり

比較成長価は次第に健康家兎骨髄の比較成長価に近

似 してきた.即 ち骨髄増生の機能亢進最大は瀉血後

3～5日 であつた事は前述の先入の論と一致するも

のである.

第5章　 結 論

私は上述の実験成績を総括考按の結果次の結論を

得た.

1)家 兎に体重当瓩20ccの 急性瀉血を行い,そ

の推移を瀉血直後, 1, 3, 5, 8, 12, 24時間,

 2, 3, 5, 7. 10, 14, 28日 後 と時間的に観察す

ると末梢血所見では血色素量,赤 血球数共に瀉血直

後より減少し,減 少極期に入るのは瀉血5～8時 間

後であるが,増 加の時期は赤血球増加は2～3日 後,

血色素量増加は3～5日 後と赤血球増加の方が僅か

に早く,恢 復は共に瀉血10～14目 後 である.白 血球

では2回 の増多が認められ,第1回 白血球増多は瀉

血1時 間後より見られ, 3～5時 間後で頂点に達し,

第2回 目白血球増多は瀉血24時 間後より始まり2～

3日 後を頂点として10～14日 後で消失した.

2)前 述 の時期に家兎大腿骨々髄の体外組織培養

を行い,組 織の比較成長価並びに密度を計測し健康

家兎の夫と比較した所.瀉 血直後比較成長価は健康

家兔に比し減少するが,瀉 血1時 間後では瀉血直後

より僅かに増大する.之 は骨髄静脈竇内貯溜血球動

員の偽好酸球遊走速度に及ぼす影響に基くものと考

えられる.瀉 血5時 間後を最低としで12時 間後より

反つて対照より増大し,瀉 血3～5日 後が骨髄増生

の機能亢進最大であつた.

3)瀉 血10～14日 後に略々健康家兎の増生面積に

一致した.

擱筆に臨み終始御懇篤なる御指導,御 校閲を賜わ

りし恩師平木教授並びに大藤助教授に深甚の謝意を

表す.

(水論文の要旨は昭和32年 日本血液学会第19回 総会

に於て発表した.)
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Studies on the Bone Marrow of the Rabbit in Acute Bleeding 

Anemia way of Bone Marrow Tissue Culture

Part 1.

A Study on the Effect of Acute Bleeding Anemia on the Growth 

Area of Femur Bone-Marrow Culture of Rabbits

By

Tetsuro Numamoto

Department of Internal Medicine, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

The author investigated from various angles behaviours of bone marrow of rabbits in 

acute bleeding anemia by bone marrow tissue culture.
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After acute bleeding of 20cc./kg. of each rabbit, the recovery mechanism in the bone 
marrow has been compared with that of the normal rabbits by measuring the relative growth 
rate and the index of cellular density of the bone marrow in hanging drop culture at inter
vals of 1, 3, 5, 8, 12 and 24 hours as well as 2, 3, 5, 7, 10, 14 and 28 days after bleeding. 
It has been found that the growth area begins to decrease inmmediately after bleeding and 
shows the minimum value 5 hours after bleeding, but 12 hours afterwards it starts increas
ing and relative growth rate 24 hours after bleeding has increased 1.80 times that of the 
control; 2 days later 2.03 times; 3 days afterwards 2.29 times; 5 days later 2.37 times; 
and the maximum of accerelation of bone marrow mechanism has been found around 3-5 days 
after bleeding.

The growth rate, which thus reaches the maximum 5 days after bleeding, begins to 
decrease thereafter and becomes nearly equal with that of the normal rabbits around 10-14

 days afterwards.


